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提言にあたって 第1グループ【街づくり分野】

たち第1グループでは、街ͮくりについࢲ
て「良なॅډ環境のඋ」、「୭もがॅみや
すい街ͮくり」、「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・
ਫลͮくり」の�つのテーマをઃఆし、ٞ
をॏͶてきました。
今ޙ、ຊશ体ではগ子高ྸ化がՃ速し、
人ݮޱগにഥ車がかかっていきますが、一方、
が૿Ճしていޱに人ܠ։ൃ等をഎ࠶では۠ߓ
くことが予されます。ػࢢ能のूੵがߋ
にਐみ、ຊܦ済を͑ࢧるࢢとしてൃలを
続ける一方で、҆શੑや利ศੑなど、۠ຽの
らしをऔりרく環境も変化していくことが
。られます͑ߟ
また、コロφՒをܦて、IT技術が人々の生
活をより良いものと変ֵするDXがਐΉ中
で、コミュニέーションの在り方が変化する
など、ࢲたちのらし方や価値؍そのものが
ൈຊ的に変わろうとしています。
こうしたࣾձ情を౿ま͑ながら、�つの
テーマをりޱにٞをਐめてきました。
「良なॅډ環境のඋ」の؍では、҆৺
してらすために様々なػةのඋ͑をਐめ
るとともに、まちをඒしくอつことや、Ҭ
の中でΦフィスや業ࢪઃ、ॅなどがそれ
ͧれバランスよくଘ在し、つながりを֬อす
ること、街ͮくりの情報のアクηスなどに
ついてのࡦࢪを検౼しました。
「୭もがॅみやすい街ͮくり」の؍では、
Կらかのϋンディキϟップを๊͑る人や、子
ҭて世代の人などにとってॅみͮらいと感じ
るϙイントがあるのではないかと͑ߟ、その
ような人たちがよりॅみやすくなるためのࢪ

。を検౼しましたࡦ
「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」の
いのܜ、では、Ҭをつな͙ಓのඋや؍
場である公Ԃやݹ・ӡՏなどのਫลの環境
උ、Ҭ特ੑを生かしたͮ؍ܠくりなどに
ついてのࡦࢪを検౼しました。
ٞをਐめる中で、۠ߓの街ͮくりにؔす

るࡦࢪはଟذにわたり、手ްく実ࢪされてい
るということをվめてೝ識しました。しかし
ながら、ଟくの۠ຽが۠のऔ組を知らず、街
ͮくりを理ղしていないものとࢥわれます。
街ͮくりશ体にରするఏݴになります

が、より良い街ͮくりのためにはҬをרきࠐ
んでਐめることがॏ要であり、۠ຽࣗが街
ͮくりにؔする様々な情報をくֶͿように
ྗしていく必要があります。そのため、۠
にରし、۠ຽにஸೡに情報をಧけ、۠ຽがҙ
ձをこれまで以上ػを͑ることができるݟ
にॆ実し、۠ຽと一ॹに街ͮくりをਐめてい
くことをٻめます。۠は街ͮくりの様々
な情報ൃ信に公ࣜSNSを用いていますが、イ
ンフルΤンサーを活用するなど工をڽらし
たऔ組を行い、さらに۠のࡦࢪのl֦ࢄzをٻ
めます。
街ͮくりはඇৗに専門ੑの高いで

すが、みなとタンフォーラムでは、ࢲたち
が۠ߓでらすৗにおいて、特にؔ৺を持
ったϙイントやについてٞをਐめ、ఏ
。としてऔりまとめましたݴ
このఏݴが街ͮくりのࡦࢪに生かされ

ることで、۠ߓがより良い街となっていくこ
とをئっています。
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ʲςʔマ�ʳ
ͷڥॅډͳྑ
උ

•ࡂにؔする情報の可ࢹ化
•༗事のରࡦの検౼
•まちのඒ化のਪਐ
•バランスとௐのऔれたॅ環境の形
•情報ൃ信のڧ化とҙૄࢥ通の場ͮくり

ʲςʔマ�ʳ
୭͕ॅΈ͍֗͢
ͮ Γ͘

•バリアフリーな環境උ
•子ҭてを͑ࢧる環境උ
•「৺のバリアフリー」のਪਐ
•情報ൃ信の仕組みͮくり

ʲςʔマ�ʳ
ັྗ͋Δ؍ܠɾެ Ԃɾ
ɾਫลͮ Γ͘

•ࣗ在に移動できる環境උ
•街ฒみのอશとັྗある؍ܠの創出
•୭もがリラックスし、͑ܜる公Ԃඋ
やӡՏのਫ࣭վળとに͗わい創出ݹ•

۩ମతͳऔ

提言の体系

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和８年度末）における港区の将来像
「安全・安心な環境の中で、地域の人が相互につながり豊かに暮らすことができる、住環境

バランスが整った世界に誇れるまち」
良なॅډ環境を形するため、࣏҆が良く、ࡂなどのػةにରしඋ͑がສશであ
ること。また、۠ຽಉ࢜や۠ຽと行とがҙૄࢥ通をਤりながらॆ実したサービスを
डできること。さらに、Φフィス街や業Τリア、ॅがつながりバランスがڗ
った、世քにތれるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
災害や戦争の脅威
・などのࡂはいつൃ生するかからず、新型コロφイルスのように予ଌ困難な
。こる可能ੑがあるىがػة
・ロシア࿈によるクライφ৵߈や౦アジア情の変化により、ຊにもӨڹがٴͿ
可能ੑがある。

人口構造の変化
・ຊશ体の人ޱがݮগする一方で、۠ߓは։ൃなどによりॅډする人ޱが૿Ճしてい
く。
が૿（ࡀ0ʙ14）ޱやগ人（以上ࡀ�5）ޱはྸ人ߏするॅຽのྸॅډに۠ߓ・
Ճするとࠐݟまれている。一方で、DINKsのような方々もいることから、価値؍はま
すますଟ様化していくとࢥわれる。
・外ࠃ人をؚΉ、۠ߓでಇく人が૿͑、ன間人ޱの૿Ճがࠐݟまれる。
都市機能の集積
・ࢢの࠶։ൃや環ঢ়第4߸線のඋなどによって街ͮくりがਐみ、ػࢢ能のूੵが
。にਐలするߋ

 3　実現に向けた課題
○様々な危機への備えの強化
ຽは「ࣗがどうしたらいいか、どこආ難すれよいか」な۠、ࡍがൃ生したࡂ・
ど、ࡂにؔする知識や理ղがෆしている。
。があった場合のඋ͑がෆेであるܸ߈ுが高まる世ք情において、ྗۓ・

良好な居住環境の整備1
テーマ
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○まちの美観向上
・まちをඒしくอつことで結Ռとして࣏҆が良くなることから、新ڮやຊなどのൟ
՚街ಠࣗの良さもしながら、まちのඒ化にめることが必要である。
・ۭきՈが์ஔされると、؍ܠ上のや͝み等によるӴ生があり、पғにѱӨڹ
をٴ΅すので、ରࡦが必要である。
□地域間のバランス確保と分断解消
能のバランスをਤっていく必要があػ能やॅػの特であるूੵするΦフィス۠ߓ・
る。
ଘのҬがஅすることなく共ط։ൃΤリアとொձなど࠶、։ൃがਐんでいく中で࠶・
ଘし、ௐさせていく必要がある。
◇住民同士や行政との意思疎通の円滑化
・助けを必要としている۠ຽとྗڠしたい۠ຽಉ࢜がマッνングし、Ҭでޓいに助け
合い、ྗڠし合うؔੑをஙいていく必要がある。
・まちにѪணを持てるように、ॅຽや۠ߓを๚れる人が۠にؔする情報を看板などのサ
インからৗ的にऔ得し理ղでき、また、ॅຽからൃ信できるようにする必要がある。

 4　施策の方向性
○安全・安心できれいな街づくり
の҆શを֬อしてॅΉ人に҆৺感をもたらすとともに、まちをਗ਼ܿでࡍが生じたػة・
ඒしくすることで࣏҆の向上をਤる。
□バランスと調和の取れた街づくり
・Φフィス街や業Τリア、ॅなどをバランス良く配ஔできるように༠ಋし、ௐ
したॅみやすい街ͮくりをଅਐする。
・Ҭಉ࢜がつながり、શ体としてௐした街ͮくりをਪਐする。
◇住民相互や行政との情報共有の推進
・街ͮくりにؔする情報が۠ຽにಧくとともに、۠ຽのࢥいや͑ߟを行や։ൃ事業者
などがडけऔることができ、ॅຽಉ࢜やॅຽと行がつながるような情報共༗のऔ組
をਪਐする。

テーマ 1 　良好な居住環境の整備
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 5　具体的な取組
○防災に関する情報の可視化
・۠ຽがࡂにؔする知識や情報を々の生活の中でೖ手できるようにࡂ情報をൃ信
し、͑ݟる化をਐめる。
・新型コロφイルス感છのର応をϞニュメントやࢿྉؗ、データϕースですな
ど、աڈのऔ組を෩化させないためのप知を行う。
○有事への対策の検討
・ྗܸ߈等にඋ͑、ٸۓ一時ආ難ࢪઃが۠内においてもࢦఆされているように、街ͮ
くりにおいても༗事にରするඋ͑のࢹをऔりೖれることを検౼する。
○まちの美化の推進
・ॅຽや事業者がྗڠしたまちのਗ਼活動の実ࢪやඒ化のਪਐ、ۭきՈ等の管理ෆશঢ়
ଶのվળなど、きれいな街ͮくりにऔり組Ή。	
□バランスと調和の取れた住環境の形成
・։ൃ۠Ҭ内におけるΦフィス・ビジネスػ能とॅػ能とのௐをਤり、公Ԃや場、
。ಋするࢦスϖースのઃஔなど、ॅ環境向上に向けたऔ組を։ൃ事業者にରしてܜٳ
・ҬやΤリア間を結Ϳࢄาಓをඋするとともに、ࢄาマップをܝ出するなどาきた
くなる仕ֻけを行い、ॅຽの活動ൣғを͛ることでҬ間のつながりを創出する。
◇情報発信の強化と意思疎通の場づくり
・街ͮくりにؔする情報がこれまで以上に۠ຽにいちૣくわるように、ࢴഔ体やΣ
ϒの活用など、様々な方๏を駆使してൃ信するとともに、۠ຽ୭もが࣭やٞをで
きるような場をつくるなど、ҙૄࢥ通を行うػձをॆ実させる。
・۠内のຽ間อ༗をؚめたデジタルサイネージやೋ次ݩコードを活用するなど、ॅຽͩ
けではなく来街者にରしても、街ͮくりを知ってもらうػձを૿やすとともに、࠶։
ൃ中のΤリアにおいても、新たな街ͮくりにؔする情報ൃ信を行うようಇきかける。

テーマ 1 　良好な居住環境の整備

6



第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】

 6　参画と協働の推進
○美化活動への参加
・ॅݩຽや事業者などがまちのඒ化やਗ਼等のボランティア活動にࢀՃする。
○情報発信の協力
・新たな情報を8ebマップなどにՃ・ߋ新できるように、ࠒからアイデアをऩू
し、࡞に携わるなど、۠ຽがੵۃ的に情報ൃ信にྗڠする。
◇街づくりへの参加
・ॅຽが「۠ߓをより良くするためにԿができるか」を͑ߟ、街ͮくりにੵۃ的にؔわ
っていく。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「他者への思いやりにあふれ、誰もが住みやすさを感じるまち」
ϋンディキϟップを๊͑た人や子ҭて世代などશての人が҆৺してらすことができ、
ଞ者のࢥいやりを持ち、おޓいをडけೖれるような、みんなのসإでら͗、໌る
いؾ持ちになれる༏しいまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
人口構造の変化
・ຊશ体の人ޱがݮগする一方で、۠ߓは࠶։ൃなどによりॅډする人ޱが૿Ճして
いく。
が૿（ࡀ0ʙ14）ޱやগ人（以上ࡀ�5）ޱはྸ人ߏするॅຽのྸॅډに۠ߓ・
Ճするとࠐݟまれている。一方でDINKsのような方々もいることから、価値؍はます
ますଟ様化していくとࢥわれる。
。まれるࠐݟの૿Ճがޱ人などが૿͑、ன間人ࠃでಇく人や外۠ߓ・
IT化・DXの加速
・IT化やDXが一ਐలし、それにいコミュニέーションの在り方が変化し、コミュ
ニティも変わっていくことがఆされる。
に、情報のୡや方向の情報のやりऔりなどの技ܠす「Society5�0」をഎࢦが目ࠃ・
術がより一ൃୡする。

 3　実現に向けた課題
○ハンディキャップを抱えた人への配慮
・ϋンディキϟップを๊͑た人にରするपりの人の配ྀがेでない。
・ϋンディキϟップを๊͑た人がෆࣗ༝なく移動できるための情報がෆしていて、そ
のࢧԉのためデジタル技術がेに活用されていない。
・ϋンディキϟップを๊͑た人にるجຊ的な知識やࢧԉ方๏などにؔする۠ຽの理ղ
がෆしており、どういったことで困っているかのѲがेでない。

誰もが住みやすい街づくり2
テーマ
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□子育て世代の住みづらさの解消
・ҿ৯ళのトイレがڱくて子どものおΉつସ͑ができないことや、ϕビーΧーではバス
の車が難しいこと、子ҭてする人がܰؾにٳめるスϙットがগないことなど、子ҭ
て世代が҆৺してらせる環境がっていない。
・ち͌すのແྉ車݊が්࢈や所得ج४ֹ内の子ҭて世帯にしかൃ行されないなど、
子ҭて世代のࢧԉがෆेである。

◇「心のバリアフリー」の浸透
・ϕビーΧーでバスにるࡍにअຐにࢥう٬がいるなど、子ども࿈れのՈはपりの
目をؾにしなけれならず、ෛ୲になっている。
・ϋンディキϟップを๊͑た人や子ҭて世代などにରしてपғの理ղがෆेであり、
おޓいがؾ持ちをかり合͑るようにする必要がある。

◎必要な人に届く情報発信
・ਤॻؗやࣇಐؗなどでڵຯのあるイϕントのνラシをݟつけてもطにऴྃしているこ
とがଟく、子ҭて世代が必要なタイミングで情報を手にೖれられないことがある。
・困り͝とを๊͑る۠ຽがҙݟや要を͑られるػձがෆしている。
など、୭もがॅみやすい街ͮくりにؔする۠のऔ組や方向ߏຊجバリアフリー۠ߓ・
ੑが知られていない。

 4　施策の方向性
○ハンディキャップを感じさせない安心して暮らせる街づくり
・ϋンディキϟップを๊͑た人がշ適にらせるように、デジタル技術を活用しながら
҆৺してらせる環境උをਪਐする。

□子育て世代の暮らしを支える街づくり
・子ҭてをする中で۠ຽが感じている՝をѲしながら、子ҭて世代がらしやすい
ような環境උをਪਐする。

◇「心のバリアフリー」の推進
・ϋンディキϟップの༗ແにؔわらず、様々な人がおޓいを理ղし、͑ࢧ合͑るように、
「৺のバリアフリー」をීٴするためのऔ組をਪਐする。

◎区民が主体的に情報発信できる機会の創出
・必要な人に必要な情報がわるように、۠ຽಉ࢜が情報を共༗し合い、ओ体的に情報
ൃ信できるような環境උをଅਐする。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 5　具体的な取組
○バリアフリーな環境整備
・車いすやのෆࣗ༝な人などが҆৺して移動できるように、ϖデストリアンデッキ（高
Ս型のาಓ）やԼమӺの通࿏などのඋ・վળをଅਐする。
・Ӻにซઃするࢪઃなどにおいて、利用可能時間をԆして利用者の利ศੑを֬อし、
また、Τレϕーターのઃஔをଅਐする。
・Ӻߏ内のࣈϒロックにઃஔしたೋ次ݩコードをಡみऔることでಓҊ内を行うアプリ
や、車いすϢーβーの移動情報をجにみんなでバリアフリーマップを੍࡞するアプリ
など、デジタル技術を用いた先ਐ的なऔ組を街ͮくりに活用する。
・子ҭてをしている子や高ྸ者などが移動・ࢄา中にెา10ݍ内でܜٳできる場所
を֬อする。

□子育てを支える環境整備
・おΉつସ͑などを҆৺してできることがかるステッΧーをܝ出するなど、子ҭてを
。る環境උをଅਐする͑ࢧ
が変わった場合でもॅみ続けられるようߏにॅΉ人が、子どもが生まれてՈ۠ߓ・
に、Ոでॅめる間औりのॅډのඋをଅす。

◇「心のバリアフリー」の推進
・「৺のバリアフリー」にؔするϋンドϒックの活用や、子ҭてをԹかくݟकる「ٽいて
もいいよ」ステッΧーの配など、ֶߍやا業、۠ຽ向けにൃܒ活動を行い、「৺のバ
リアフリー」の実ફにつな͛ていく。
・ற車ࢭېのऔりకまりを行う人が८ճしているように、困ったことがあったࡍにฉく
ことができ、助けてくれる環境をつくる。

◎情報発信の仕組みづくり
・Ҭの人がΦンラインのマップ上で、して΄しいಓ࿏のՕ所や҆શにาくことがで
きるルートなど、様々な情報をアップロードしていけるような、۠ຽओ体の情報ൃ信
の手๏を検౼する。
・ಉじようなҙ識を持った人ಉ࢜がूまり、ҙݟを交わすことができるラボなど、
Ҭの人がコミュニέーションをऔり、情報のൃ信につながる場のඋをଅਐする。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 6　参画と協働の推進
○□思いやりのある声掛けの実践
・ࠒからҙ識をしながら、困っている人がいたらੵۃ的にをかけて、必要なサϙー
トを実ફする。

○□サポーターやボランティアとして支援
・手助けを必要とする人について理ղし、サϙーターやボランティアとしてੵۃ的にࢧ
ԉを行う。
Ճし、Ҭのバリアフリーࢀձのまちาき検にٞڠਪਐߏຊجバリアフリー۠ߓ・
化が必要なՕ所を検する。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「交通の壁や地区の枠を超えて人々が往来し、港区の特色ある美しい景観を楽しみ、緑や

水辺に囲まれる中で、やすらぎながら暮らせるまち」
మಓの線࿏による౦のஅや、۠をӽ͑た移動のしͮらさがղফされ、֤ Ҭ間が
つながり、ྺ࢙あるݐやランドマークなど۠ߓの特৭あるඒしい؍ܠをָしみ、公
ԂやӡՏԊいなどのܜいのۭ間でやすら͗を感じられるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
街づくりの進展
や街ฒみなど۠ຽの生活環境が؍ܠ、։ൃやಓ࿏の։通など新たな街ͮくりがਐみ࠶・
変化していく。

地球環境の変化
・ٿԹஆ化など、ٿ環境の変化がਐΉことで、人々のらしのѱӨڹがݒ念され
る。

 3　実現に向けた課題
○地域間の分断の解消
・線࿏やಓ࿏によってஅされているҬがあることや、۠内の֤۠をつな͙公共交
通ؔػやาಓのネットワークがेでないため、Ҭ間を移動しͮらく、つながりの
֬อが必要である。
やਫล、業Τリアなどのັྗをつな͛、人の移動をଅす工やऔ組がݐ的な࢙ྺ・
ෆしている。
・าಓの街࿏थや২が్れるՕ所があり、࿈続ੑをもたせる必要がある。
□住民の景観に対する理解の促進
にؔする੍や事業があるが、そのଘ在や内容が۠ຽに؍ܠըなど、۠のܭ؍ܠ۠ߓ・
ಧいていない。
からやすら͗やѪ؍ܠ、やӡՏなど、۠内のັྗある特৭を生かしきれておらず࢙ྺ・
ணを感じͮらくなっている。
・街ͮくりにࡍして利ศੑやޮੑがҙ識されてきた結Ռ、ݹくからの街ฒみやࣗવが
。ঝされていないܧ
・ۭきՈや電ப・電線、信߸ػのՍ線によってҬの؍ܠがଛなわれている。

魅力ある景観・公園・緑・水辺
づくり3

テーマ
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◇公園のにぎわいづくりと適切な利用の促進
・公Ԃでイϕントが։࠵されるػձがগなく、人々がूまってָしめるような活用がさ
れていない。
・イϕントが実ࢪされていたとしてもࠂ知がෆेで۠ຽに情報がಧいていない。
・公Ԃ内での٤Ԏなどマφーҧがݟडけられ、利用者一人ͻとりのҙ識を向上し、適
な利用をଅਐする必要がある。

◎古川や運河の親水化
な環境とはやӡՏのਫ࣭がѱく、ਫลۭ間をָしめる環境もෆしており、良ݹ・
。い難いݴ

 4　施策の方向性
○地域をつなぐ街づくり
・人々が۠内に在しているັྗ的なスϙットをָしみ、交ྲྀし、まちがに͗わうよう、
Ҭಉ࢜のつながりを創出するためのऔ組をਪਐする。

□港区ならではの景観が楽しめる街づくり
ならではの街ฒみをָしみ、やすら͗やѪணを感じることができるよう、ଟ様な۠ߓ・
Ҭ特ੑを生かしたͮ؍ܠくりをਪਐする。

◇にぎわいとやすらぎをもたらす公園づくり
・৺ならではのັྗあるイϕントを։࠵するなど、公Ԃからまちのに͗わいを生み出
すとともに、公Ԃ利用のルールをൃܒするなど、୭もが͑ܜる公Ԃ環境をඋする。

◎きれいでにぎわう水辺づくり
。やӡՏのਫ࣭վળやਫลの環境උなどをਐめ、きれいでに͗わうਫลをつくるݹ・

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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 5　具体的な取組
○自在に移動できる環境整備
・ӡՏԊいのັྗをຬ٤できる࿈続ੑのある༡าಓや、ϖデストリアンデッキ	高Ս型
のาಓ
のඋなど、Ҭをつな͙街ͮくりをਪਐする。
・ち͌すのルートվળや、Ӧバスなどとのり͗ܧのしやすさを向上させ、۠内5
۠間をލいͩ移動ができるように公共交通ؔػのルートを検౼し、Ҭॅຽのҙݟ
をऔりೖれ、۠ߓ内の移動の利ศੑを高めるऔ組をਪਐする。
・MaaSの実に向けたऔ組を一ਪਐし、Ҭ間のシームレスな移動を実現する。
・ӄを֬อできる街࿏थや২を૿やし、でつながるา行環境のඋをਪਐする。
□街並みの保全と魅力ある景観の創出
ߓる街ฒみをอશするとともに、新たなくからݹ、ஙやਆֳࣾなどݐある࢙ྺ・
۠のັྗとなる؍ܠを創出する。
・ۭきՈ等管理ෆશのঢ়ଶをվળするなど、良な؍ܠをकるためのऔ組をਪਐする。
・աڈにແ電ப化を実ࢪした信߸ػՍ線がっている交差もؚめて、さらにແ電ப化
をਪਐする。
や街ͮくりにؔするҙ識؍ܠ等のক来像を共༗し、۠ຽの؍ܠすັྗあるࢦが目۠ߓ・
向上をਤる。

◇誰もがリラックスし、憩える公園整備
・外での映ը上映などఆظ的にイϕントを։࠵し、SNSなどを通じてくൃ信するこ
とで、公Ԃにに͗わいを生み出す。
・ձの૽かられ、デジタルデトックスができるような੩かな環境をඋし、͑ܜ
るۭ間を創出する。
・DI:にؔするηミφーを։࠵するなど、۠ຽが公Ԃͮくりにࢀըできるきっかけをつ
くる。
。ͼかけをするݺԎなど、公Ԃのルールや利用者のマφーվળに向けたې・

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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◎古川や運河の水質改善とにぎわい創出
。やӡՏのਫ࣭վળをਤり、きれいなਫลۭ間を実現するݹ・
・レストランやマルシΣ、プロジΣクションマッピングなど、ਫลԊいにに͗わいを生
み出すࢪઃやイϕントを༠கし、ਫลのັྗや交ྲྀのきっかけを創出する。
・ਫ࣭のみならず、ࡩ等の২によるັྗあるۭ間ͮくりやਫล環境を生かしたళฮを
༠ಋするなどपғの環境උをଅਐすることで、ଟくの人が๚れ、に͗わうਫล環境
のߏஙをਤる。

 6　参画と協働の推進
○民間によるつながりのきっかけづくり
ઃ・ෑをこれまで以上に一ൠ向けに։์することで、行きたくなるۭ間をࢪ業のا・
創出するようଅす。
・۠をԣஅしたくなるようなイϕントが։࠵されるよう、ا業と࿈携する。
□景観への取組や意識向上
。Ճするࢀ事やイϕントにࡇするようなࢿ向上に؍ܠする࠵ֳが։ࣾࣉ・
・۠ຽは、良いとࢥった؍ܠをੵۃ的にSNSでൃ信、共༗する。
・۠立小・中ֶߍの生ెが؍ܠをकるためにできることを͑ߟ、ൃ信する。
◇公園の維持管理への参画
・۠ຽが২のਫやりなど、ҡ持管理の役ׂを୲い、公Ԃをۙなଘ在としていく。

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月14日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月24日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」にؔするҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年11月9日（水）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」にؔするҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年11月18日（金）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」にؔす
るҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年12月5日（月）
18時30分～21時00分

╚ લճఏݴにؔするऔ組ঢ়گについて
╚ これまでٞしたテーマのશ体֬ೝ
╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和4年12月19日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」のৼりฦり
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」のϒラッシュアッ
プ

ୈ�ճ 令和5年1月16日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」のৼりฦり
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」のϒラ
ッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月30日（月）
18時30分～21時30分

╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」ఏݴ内容の֬ೝ
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」ఏݴ内容の֬ೝ
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」ఏݴ内
容の֬ೝ
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